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大阪市教育会館だより

HP https://www.zaidan.or.jp/E-mail kaikan@zaidan.or.jp一般財団法人 大阪市教育会館 〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-18 TEL 06(6941)0951 編集発行人 宮本愛治郎

　新年　あけまして　おめでとうございます。本年も　よろしくお願い　新年　あけまして　おめでとうございます。本年も　よろしくお願い
申しあげます。申しあげます。
　昨年は、新政権の誕生に伴う様々な期待や不安など、国内外を問わず、　昨年は、新政権の誕生に伴う様々な期待や不安など、国内外を問わず、
政治に対する国民の関心は、これまでにない高まりをみせました。また、政治に対する国民の関心は、これまでにない高まりをみせました。また、
熊による被害の続出、大規模な火災、そして、青森県東方沖の地震など、熊による被害の続出、大規模な火災、そして、青森県東方沖の地震など、
心の痛む出来事が続いておりました。被災された皆様に心からお見舞い心の痛む出来事が続いておりました。被災された皆様に心からお見舞い
を申しあげます。さらには、北海道、三陸沖後発地震注意情報が発出さを申しあげます。さらには、北海道、三陸沖後発地震注意情報が発出さ
れるなど、たくさんの不安な要素をはらみながら迎えた新年ですが、皆れるなど、たくさんの不安な要素をはらみながら迎えた新年ですが、皆
様にとって、幸多き年となりますよう、お祈りいたします。様にとって、幸多き年となりますよう、お祈りいたします。
　さて、昨年は、阪神淡路大震災から30年という節目の年でした。私は、　さて、昨年は、阪神淡路大震災から30年という節目の年でした。私は、
神戸市長田区で被災しました。あの体験や思いを心深くに刻み込んでい神戸市長田区で被災しました。あの体験や思いを心深くに刻み込んでい
ます。それなのに、東日本、熊本、能登半島、そして直近の青森県東方ます。それなのに、東日本、熊本、能登半島、そして直近の青森県東方
沖…と大規模な震災地震の報道に接する度に、日常の生活に紛れて、と沖…と大規模な震災地震の報道に接する度に、日常の生活に紛れて、と
もすれば、あの日、あの頃に感じていたことを忘れかけている自分に気もすれば、あの日、あの頃に感じていたことを忘れかけている自分に気
が付きます。今号では、自戒の念も込めて、震災について感じたことをが付きます。今号では、自戒の念も込めて、震災について感じたことを
取り上げたいと思います。取り上げたいと思います。

　あの日。1995年 1月 17日。三連休明けの火曜日。いつもより早く　あの日。1995年 1月 17日。三連休明けの火曜日。いつもより早く
出勤するつもりで出勤姿のままリビングで立ってコーヒーを飲んでいま出勤するつもりで出勤姿のままリビングで立ってコーヒーを飲んでいま
した。5時 46分。突然、ゴーッという何とも言えない音とともに激しした。5時 46分。突然、ゴーッという何とも言えない音とともに激し
い揺れが襲ってきました。テーブルにしがみつかないと立っていられまい揺れが襲ってきました。テーブルにしがみつかないと立っていられま
せんでした。家中の家具がすべて倒れてきました。当時小学校1年生だせんでした。家中の家具がすべて倒れてきました。当時小学校1年生だ
った娘にもタンスが倒れ掛かっていきました。助けようともがきましたった娘にもタンスが倒れ掛かっていきました。助けようともがきました

が、激しい揺れにどうしても娘の布団にたどりつけません。息が止まるが、激しい揺れにどうしても娘の布団にたどりつけません。息が止まる
思いで、その様子を見ているしかありませんでした。幸いにも娘は、倒思いで、その様子を見ているしかありませんでした。幸いにも娘は、倒
れたタンスの間にいて無事でした。れたタンスの間にいて無事でした。
　その後、家族で加古川の親戚宅に避難し、1週間後、私は、単身、自　その後、家族で加古川の親戚宅に避難し、1週間後、私は、単身、自
転車で大阪に向いました。家族と離れ離れにならなければならない。もし、転車で大阪に向いました。家族と離れ離れにならなければならない。もし、
同じような揺れがまた襲ってきたら、もう二度と会えなくなるかもしれ同じような揺れがまた襲ってきたら、もう二度と会えなくなるかもしれ
ない。胸がつぶれる思いで自転車のペダルを思い切り踏み続けました。ない。胸がつぶれる思いで自転車のペダルを思い切り踏み続けました。
　震災の前夜。明日にはいつも通りの朝が来ることを誰もが疑わないで　震災の前夜。明日にはいつも通りの朝が来ることを誰もが疑わないで
いました。「おやすみ」の言葉を交わし、目覚めたら「おはよう」の挨拶いました。「おやすみ」の言葉を交わし、目覚めたら「おはよう」の挨拶
を交わす相手がいることを当たり前とも思わず、何も考えずに布団に入を交わす相手がいることを当たり前とも思わず、何も考えずに布団に入
った人がほとんどでしょう。った人がほとんどでしょう。
　しかし、次の朝、「おはよう」の挨拶を交わすことが叶わなかった人が　しかし、次の朝、「おはよう」の挨拶を交わすことが叶わなかった人が
たくさんいます。挨拶を交わすはずだった大切な人を一瞬のうちに失ったくさんいます。挨拶を交わすはずだった大切な人を一瞬のうちに失っ
てしまったのです。てしまったのです。
自分の大切な人が　そばにいてくれる自分の大切な人が　そばにいてくれる
大切なものが　そこにある大切なものが　そこにある
当たり前のような日常が　実は　当たり前でなく当たり前のような日常が　実は　当たり前でなく
本当に貴重な一瞬の積み重ねなのです。本当に貴重な一瞬の積み重ねなのです。
当たり前のようにある　日常の　有難さを　忘れないでいたいと思います。当たり前のようにある　日常の　有難さを　忘れないでいたいと思います。

　　今年も、当財団は日常の有難さを忘れず、地域や社会に貢献できるよう、今年も、当財団は日常の有難さを忘れず、地域や社会に貢献できるよう、
一歩一歩着実に取り組みを進めてまいります。本年もこれまでと変わら一歩一歩着実に取り組みを進めてまいります。本年もこれまでと変わら
ず、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申しあげます。ず、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申しあげます。

幼稚園へ図書を寄贈幼稚園へ図書を寄贈

▲感謝状

▲感謝状贈呈式　2025.11.10
　写真右：大阪市こども青少年局 幼保施策部長の板橋様

何気ない日常の有難さを忘れず何気ない日常の有難さを忘れず
一般財団法人大阪市教育会館　代表理事一般財団法人大阪市教育会館　代表理事　　柴山　浩一柴山　浩一

・・・・・・

　今年度も大阪市立幼稚園長会ならびに大阪学校生活協同組合の　今年度も大阪市立幼稚園長会ならびに大阪学校生活協同組合の

ご協力を得て、大阪市立の全幼稚園（51園）へ絵本セットを寄ご協力を得て、大阪市立の全幼稚園（51園）へ絵本セットを寄

贈いたしました。10月 20日には、中央区の銅座幼稚園にて堤贈いたしました。10月 20日には、中央区の銅座幼稚園にて堤

園長先生へ直接お届けし、子どもたちの学びの場に彩りを添える園長先生へ直接お届けし、子どもたちの学びの場に彩りを添える

ことができました。ことができました。

　図書の寄贈は、当財団が教育活動を支援する事業の一環であり、　図書の寄贈は、当財団が教育活動を支援する事業の一環であり、

園児の健やかな成長と学びの一助となることを願っております。園児の健やかな成長と学びの一助となることを願っております。

また、11月 10日には大阪市こども青少年局を通じて、大阪市また、11月 10日には大阪市こども青少年局を通じて、大阪市

長より感謝状を賜りました。長より感謝状を賜りました。
▲幼稚園図書寄贈 2025.10.20
　写真左：大阪市立銅座幼稚園　堤園長
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大阪市教育会館東館

大阪市教育会館

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館 6 階
法円坂教育青年文庫 6 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 7 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021　FAX  06-6945-4833
E-mail:front@zaidan.or.jp

一般財団法人 大阪市教育会館
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テ
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マ
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協
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担
当
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井
）

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

１
９
７
１
年
に
当
時
の
中
馬
大
阪
市
長

の
肝
煎
り
で
『
大
阪
の
子
供
達
に
よ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
と
し
て
誕
生
。
音
楽

教
育
と
そ
の
活
動
を
通
じ
た
青
少
年
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健
全
な
育
成
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目
指
し
発
足
し
、
定
期

演
奏
会
や
青
少
年
関
連
行
事
へ
の
参
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な
ど
、様
々
な
活
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を
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け
て
い
ま
す
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12
月
13
日
（
土
）、
東
館
２
０
１
号

室
に
て
大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
の
共
同
事
業
で
あ
る
「
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
＆
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
度
は
新
館
へ
の
建
て
替
え
や
移

転
の
関
係
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
は
東
館
で
の
初
開
催
と
な

り
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
Ｗ.

Ａ.

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

序
曲
で
幕
を
開
け
、
続
い
て
大
阪
市

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
子
ど
も
た
ち

を
ご
指
導
さ
れ
て
い
る
今
井
様
よ
り
、

曲
の
解
説
や
メ
ン
バ
ー
紹
介
を
交
え
な

が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
楽
曲
を

演
奏
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
は
皆
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ
の
美
し
い

音
色
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
に
は
、
代
表
理
事
よ
り

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
者
へ
記

念
品
を
贈
呈
、
会
場
は
終
始
ク
リ
ス

マ
ス
ム
ー

ド
に
包
ま

れ
、
和
や

か
な
雰
囲

気
の
中
で

閉
会
し
ま

し
た
。
閉

会
後
に
は

希
望
者
を

対
象
に

ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
体
験

イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
普
段
な
か
な
か
触
れ
る
機

会
の
な
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ

を
、
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン

バ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実
際
に
奏

で
た
り
、写
真
撮
影
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
貴
重
な
体
験
を
満

喫
さ
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
演
奏
と
体
験
の
場
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

10
月
11
日
（
土
）
東
館
3
階
の
３
０
４
号
室
で
、「
初
め
て
学
ぶ

人
の
た
め
の 
マ
ジ
ッ
ク
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
ッ
ク
・
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
出
演
４
，
０
０
０
回

達
成
、
テ
レ
ビ
番
組
で
お
馴
染
み
の
隣
の
人
間
国
宝
さ
ん
に
認
定
さ

れ
、
当
館
の
習
い
ご
と
広
場
の
講
師
と
し
て
も
幅
広
く
ご
活
動
さ
れ

て
い
る
、
ま
ぎ
〜
マ
モ
ル
様
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
Ｓ
Ｈ
Ｏ
様
を
招
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
講
師
に
よ
る
実
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

じ
っ
と
見
て
い
て
も
仕
掛
け
が
分
か
ら
ず
、
さ
す
が
の
手
さ
ば
き

で
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
、
変
身
カ
ー
ド
、
新
聞
が
教
え
る
カ
ー

ド
、
両
想
い
カ
ー
ド
な
ど
の
内
容
で
主
に
バ
イ
ス
ク
ル
ト
ラ
ン
プ
を

使
用
し
た
カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク
を
講
師

の
実
演
を
見
た
後
、
繰
り
返
し
実
践

し
ま
し
た
。
最
後
は
ミ
ニ
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
で
、
講
師
の
教
室
参
加
者
が

こ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
、
ま
た
、
講
師
に
よ
る
本
格
的

な
マ
ジ
ッ
ク
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

見
ご
た
え
の
あ
る
内
容
で
し
た
。
開

催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お

二
人
の
講
師
と
、
参
加
者
の
み
な
さ

ま
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

11
月
29
日
（
土
）
玉
造
の
イ
タ
リ
ア
ン
キ
ッ
チ
ン
「
Ｒ
ｉ
Ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
」

に
て
、
食
と
文
化
の
講
習
会
と
し
て
、「
南
ア
フ
リ
カ
ワ
イ
ン
を
学
ぶ
・

味
わ
う
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ.

２　

ワ
イ
ン
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
テ
ラ
ス
席
の
扉
を
開
放
、
11
月
末
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
会
場
に
暖
か
い
空
気
が
入
っ
た
中
、
株
式
会
社
マ
ス
ダ
よ
り

南
ア
フ
リ
カ
ワ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
稲
葉
様
を
講
師
に
迎
え
、
講

習
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
南
ア
フ
リ
カ
ワ
イ
ン
の
歴
史
か
ら
始
ま

り
、
ブ
ド
ウ
の
産
地
に
よ
る
ワ
イ
ン
の
特
徴
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

ワ
イ
ン
造
り
か
ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
な
ど
、
ま
た
参
加
者

か
ら
の
質
問
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
種
類
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
後
、
Ｒ
ｉ
Ｂ
ｏ

ｎ
ｅ
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
と
南
ア
フ
リ
カ
ワ

イ
ン
を
味
わ
い
ま
し
た
。
途
中
、
お
楽
し

み
抽
選
会
も
開
催
し
、
会
場
は
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
㈱
マ
ス
ダ
の
稲
葉
様
、
会
場

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
や
ご
参
加
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

11
月
16
日
（
日
）
東
館
３
階
３
０
３
号
室
で
、
今
年
度
２
回
目

の
「〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞
楽
し
い
英
語
の
教
え
か

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ.

47
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
現
役
教
職
員
の
方
や
個
人
で
英
語
塾
を
運
営
さ
れ
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
に
英
語
を
教
え
た
い
と
考
え
て
い
る
方
な

ど
様
々
な
状
況
や
理
由
か
ら
受
講
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合

わ
せ
た
内
容
で
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
説
明
や
Ｔ
Ｐ
Ｒ
、
身
体
を
使
っ

た
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
Ｏ
ｈ
、Ｎ
ｕ
ｔ
ｓ
！（
英
語
版
す
ご
ろ
く
ゲ
ー

ム
）
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
普

段
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

を
共
有
で
き
る
場
に
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
次

回
は
、
２
０
２
６
年
3
月
29

日
（
日
）
10
時
か
ら
東
館
に

て
開
催
予
定
で
す
。

9
月
か
ら
開
催
し
て
い
た
「
中
央
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
５
」
は
、
10
月
末
を
も
っ
て
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
会
館
か
ら
は
英
会
話
や
マ
ジ
ッ
ク
・
バ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
、
手
芸

や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
計
6
教
室
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

ど
の
教
室
で
も
初
め
て
の
方
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま
講

師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
体
験
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
た
め
、
同

じ
講
師
が
開
講
し
て
い
る
習
い
ご
と
広
場
の
教
室
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
関
連
施
設
と

連
携
す
る
な

ど
、
生
涯
学

習
の
場
と
し

て
さ
ま
ざ
ま

な
教
室
を
開

催
で
き
る
よ

う
努
め
て
い

き
ま
す
。

11
　  29

▲ワークショップの様子

マ
ジ
ッ
ク
講
習
会

マ
ジ
ッ
ク
講
習
会

ワ
イ
ン
講
習
会

ワ
イ
ン
講
習
会

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
央
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

中
央
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５ ▲写真中央右：まぎ～マモル様

　　　　　左：パフォーマーSHO様

▲大阪市ユースオーケストラによる演奏

▲写真右奥：講師の㈱マスダ稲葉様

▲店内・旅行英会話

▲フラワーアレンジメント教室

10
　11

11
　 16

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
体
験
イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
体
験
イ
ベ
ン
ト
12
　 13
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11
月
25
日
（
火
）、
２
０
２
５
年
度

監
事
会
、
第
２
回
理
事
会
・
評
議
員
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
半
期
の
事

業
報
告
並
び
に
決
算
・
監
査
報
告
、
旧

教
育
会
館
の
解
体
工
事
な
ど
、
事
務
局

か
ら
報
告
・
提
案
さ
れ
た
各
議
案
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

旧
教
育
会
館
の
解
体
工
事
が
昨
年
末

に
無
事
完
了
し
、
新
教
育
会
館
建
設
に

伴
う
一
連
の
事
業
が
、
約
３
年
間
の
歳

月
を
経
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

新
教
育
会
館
建
設
事
業
た
ず
さ
わ
っ

た
役
員
・
委
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
は

も
と
よ
り
、
入
居
団
体
・
近
隣
住
民
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
工
事
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
は
成

し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

理
事
会
・
評
議
員
懇
談
会
報
告

理
事
会
・
評
議
員
懇
談
会
報
告

（ 3）

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
大
阪
市
教

育
会
館
東
館
1
階
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
10
月
2
日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
日
）

の
期
間
中
に
、「
重
慶
市
文
史
研
究
館　

秋
の
名
作
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
続

い
て
12
月
2
日
（
火
）
〜
２
０
２
６
年
1

月
15
日
（
木
）
の
期
間
中
で
「
重
慶
市
文

史
研
究
館　

扇
子
絵
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
展
示
を
通
し
て
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

「習いごと広場」冬の教室が 1月より開講しております。教職員や社会人の方々が参加できる、土日祝に開催される講座をご紹介します。参加申し込み
は、希望講座名にお名前、住所、連絡先を添えて教育会館までメールか FAXでお送りください。詳しくは、ホームページからもご確認いただけます。

習いごと広場
冬の教室のご案内

1
日程

講師

対象 初級～中級レベル

持ち物

2/7・14・21・28・3/7・14　土曜日
10：15～11：45　全6回

費用 受講料 13,000円
定員 15名

2

4

週末に楽しむ！
店内・旅行英会話 土曜日クラス

だれにでもすぐにできる手品！
夢いっぱいのマジック教室 3 誰でもできる！

簡化２４式太極拳入門教室

英語講師　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

筆記用具

日程

講師 対象 どなたでも

1/10・24・2/14・28・3/14・28　土曜日
10：00～11：00　全6回

費用 受講料 6,000円（１回 1,000円）
教材費 9,000円（１回 1,500円）

定員 10名

1/11・18・25・2/1・8・15
日曜日　11：20～12：20　全6回

講師

対象 大人
費用 受講料 12,000円 

　　　（1回 2,000円）

定員 12名

持ち物 バイスクルトランプ、45cmシルクハンカチ（必要な方販売してます）

日程

まぎ～マモル（沢地守）・パフォーマーSHO
「となりの人間国宝さん」認定
東大阪市まちのすぐれもの登録

見て作って演じる
楽しい紙芝居教室！

日程

講師

対象 どなたでも 持ち物

1/17・24・2/14　土曜日
10：15～11：45　全3回

費用 受講料 ３回連続5,000円（1回2,000円）
教材費 200円

定員 15名

一般社団法人てづくり紙芝居館
代表理事 大塚珠代（たまちゃん）
理事 三本章代（ピーマンみもと）

裴 華　大阪精武体育会 コーチ ・
「六合勤修会」 代表
「神戸南京町鍼灸六合治療院」 鍼灸師

紙芝居、絵を描く道具

持ち物 動きやすい服装、
タオル、飲み物

5 冬のプリザーブドフラワー&
フレッシュフラワーアレンジメント講座

日程

講師
対象

持ち物

費用

（プリザ）　1/10・2/7・3/7　土曜日
　　　　 　　10：00～12：00　3回
（フレッシュ）　1/26・3/23　月曜日
　　　　 　　13：30～15：30　2回

全5回

お花の好きな女性
受講料 6,000円（１回 1,000円）
教材費 プリザ 21,000円（１回 7,000円）
　　　 フレッシュ 12,000円（１回 6,000円）

花のアトリエKAKAN　フラワー1級装飾技能士

花切りハサミ、新聞紙、作品を持ち帰るマチの広い袋

定員 各6名

食
と
文
化
の
講
習
会
「
日
本
酒
講
習
会
」

食
と
文
化
の
講
習
会
「
日
本
酒
講
習
会
」

灘
の
酒
蔵　
魚
崎
郷
の
浜
福
鶴
吟
醸
工
房
で
酒
蔵
見

学
と
試
飲
体
験
後
に
、櫻
正
宗
記
念
館 

櫻
宴
へ
移
動
し
、

昼
食
と
お
酒
を
楽
し
み
ま
す
。

日　
時
：  

2
0
2
６
年
２
月
14
日
（
土
）

11
時
〜
14
時
30
分

参
加
費
：
6
，0
0
0
円
（
飲
食
代
含
む
）

定　
員
：
35
名

見　
学
：  

浜
福
鶴
吟
醸
工
房
（
現
地
集
合
）

昼　
食
：
櫻
正
宗
記
念
館　
櫻
宴

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

絵
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
、
T
P
R
と
呼
ば
れ
る
全

身
反
応
指
導
法
な
ど
、
聞
く
、
話
す
だ
け
で
な
く
、
か
ら
だ
全

体
を
使
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
楽
し
く
英
語
を
学
ぶ

た
め
の
、
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

日　
時
：  

2
0
2
６
年
３
月
29
日
（
日
）

10
時
〜
12
時

受
講
料
：
3
，0
0
0
円
（
教
材
費
含
む
）

定　
員
：
20
名

会　
場
：
大
阪
市
教
育
会
館
東
館
3
階
3
0
3
号
室

講　
師
：  

秦　
清
子

　
　
　
　
（
大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
　
　
　
金
山　
敬

　
　
　
（
日
本
児
童
英
語
教
育
学
会 

元
理
事
）

文
化
厚
生
事
業
の
ご
案
内

文
化
厚
生
事
業
の
ご
案
内
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五
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）
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（
〇
六
）
六
七
六
四‒

一
四
四
五

h
t
t
p
s
:/
/
p
r
in
t
m
a
c
h
in
e
.j
p

543

0021

〠

樹

立

原

篠

e
-m

a
il:s

h
in

o
h

a
ra

@
p
rin

tm
a

ch
in

e
.jp

役
締
取
表
代

〒

大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
一
丁
目
一
番
十
八

（
大
阪
市
教
育
会
館
内
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
六
九
四
九̶

一
五
三
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
九
四
五̶

〇
一
一
一

540-0006
大
阪
市
教
職
員
退
職
者
会

公
益
財
団
法
人

〒

大
阪
市
中
央
区
上
本
町
西
五
丁
目
三
番
五
号

上
六
Ｆ
ビ
ル
十
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
七
六
八̶

〇
六
三
一

542-0062 支
　
部
　
長

一
ノ
瀬  

英 

剛

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会

大
阪
支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
九
四
二̶

〇
四
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
六
九
四
一̶

四
五
七
九

〒

大
阪
市
中
央
区
谷
町
一̶

三̶

二
三

540-0012

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

〒

大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
一̶

一̶

十
八

　
　
　
　
　
　
　  

大
阪
市
教
育
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
三
六
〇̶

四
四
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
六
三
六
〇̶

四
五
〇
〇

540-0006
理
　
事
　
長

古
　
矢
　
弘
　
道

代
　
　
表

川
　
島
　
一
　
郎

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
号

大
阪
駅
前
第
二
ビ
ル
二
階
五―

六
号
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
七
八
七
八̶

五
一
九
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
七
一
六
七̶

四
五
五
〇

http://w
w

w
.shoko-dw

.com

〒
530-0001

大
阪
営
業
所

〒

本
　
社

神
戸
市
中
央
区
琴
ノ
緒
町
四
丁
目
五̶

七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
八
）
二
二
一̶

一
一
一
三

651-0094

商
工
印
刷
株
式
会
社

印
刷
業
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ
！

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
全
般
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

〒

大
阪
市
中
央
区
北
新
町
二
番
九
号

レ
イ
ズ
大
手
前
ビ
ル
三
〇
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
四
七
九
〇
│
五
六
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
四
七
九
〇
│
五
六
五
一

540-0023
社
会
保
険
労
務
士

呑
　
海
　
吉
　
郎

税
理
士

耕
　
　
泰
一
郎

呑
海
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

耕
　
泰
一
郎
税
理
士
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
九
四
四̶

一
三
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
六
九
四
四̶

〇
四
七
〇

〒

大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
一̶

一̶

三
八

大
阪
支
店

540-0006
代
表
取
締
役

山
　
川
　
隆
　
征

山
川
産
業
株
式
会
社
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号
一
十
番
七
町
津
高
東
区
寺
王
天
市
阪
大

 
‒

 
‒

〠543-0021

e-m
ail:hiro@

gjc.jp

店
理
代
売
販
下
府
阪
大）
株
（業
工
学
科
想
理

Ｊ
Ｔ
Ｕ

〒

大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
一̶

一̶

十
八

大
阪
市
教
育
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
九
四
二̶

三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
六
）
六
九
四
三̶

八
〇
三
九

540-0006
執
行
委
員
長

三
　
谷
　
和
　
義

大
阪
市
教
職
員
組
合
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内

「
重
慶
市
文
史
研
究
館
　
秋
の
重
慶
名
作
画
展
」

「
重
慶
市
文
史
研
究
館
　
秋
の
重
慶
名
作
画
展
」
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